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令和４年 12月 16日 

保護者各位 

 

学校教育活動に関するアンケート結果について 

 

今年度の前期（７月）及び後期（12 月）学校教育活動に関するアンケートの結果についてお知らせい

たします。児童、保護者、教師の三者の立場からアンケートを行い比較しました。アンケートにはＷＥ

Ｂで回答をお願いしました。保護者の回答率は前期 74.9％、後期 78.8％でした。 

グラフの見方は、それぞれの項目について、 

Ａ：当てはまる  Ｂ：だいたい当てはまる  

Ｃ：あまり当てはまらない  Ｄ：当てはまらない  

無回答、未提出    

とパターン分けしてあります。また、学校教育活動に関して日頃から考えていることについても、ご意

見をたくさんいただきました。 

 なお、考察については回答いただいた（未回答分を除き）結果から行っています。予めご理解いただ

きますようお願いいたします。 

 
Ⅰ 学校全体のことについて 
１ 学校は、行事や学習参観等、また、たより等で積極的に活動の様子や情報提供を行っていますか。  
 学校活動の様子や情報提供については、児

童・保護者・教員で約 90％が（そう思う、だい
たいそう思うを合わせて）がそう思うと回答し
ている。また、前期より後期に改善が見られ
た。 
今年度は、積極的に学校の様子を伝えるよう

と努めており、その姿勢が評価につながってい
ると考えられる。 
ただ、ホームページについては、意見の中に

もっと情報発信をしてほしいと指摘もありまし
た。写真等の掲載に配慮し、もっとタイムリー
な記事（校外学習、学校行事、学年での活動
等）を掲載するよう取り組む必要がある。 

 
２ 学校は、教育方針や取組等を家庭や地域に知らせていますか。  

  学校の教育方針や取組については、学校だよ
り（毎月発行、８月除く）、けやき（年２回発
行）等で各家庭、地域にお知らせしている。 
今年度は、ＰＴＡ総会において学校の教育方

針等をお伝えすることができた。ただ、コロナ
禍において、感染症対策の観点から十分な時間
がとれず、全てを伝えることができなかった。 
 今後も、学校だよりやけやきを継続して発行
していくとともに、ＩＣＴ活用の観点から児童
用タブレット端末を活用した周知の仕方等も検
討する必要がある。 
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１ 学校からの情報提供
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２ 教育方針や取組の周知
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Ⅱ 学習の様子について 
３ お子さんは、意欲的に学習に取り組んでいますか。 
  学習への取組状況については、保護者の評価は約

76％となっている。昨年度と比較するとポイントが

少し上昇した。ただ、職員の評価は前期に比べ、後

期が低下している。 

 学校は、校内研修会やミニ研修会、示範授業等を

行い教師が互いに授業力を高めるよう研修を行って

いる。そのなかで、児童が意欲的に学習に取り組ん

だり自ら進んで課題に取り組んだりする授業づくり

の研修も進めている。 

 今後も更に、児童一人一人にとって「分かる」「意

欲的に取り組める」授業づくりを目指して取り組ん

でいくとともに、タブレット端末を活用した授業の

在り方等を検討する必要がある。 

 
４ お子さんは、毎日家庭学習をしていますか。 
  家庭学習の取組状況については、児童・保護者は

70～78％程度であるが、教員の評価が約 65％と低い

評価になっている。 

 学校では、家庭学習強調週間やメディアコントロ

ールデー、自主学習時間（アクションプラン）への

取り組みにおいて、家庭学習の行い方や学習時間の

確保等を意識させる取組を行っている。 

 家庭学習への取り組みついては、「何を、どこま

で」家庭学習として認めるかにもよるが、学年によ

っても達成度のばらつきがある。 

 今後は、家庭学習の課題内容や 1人１台端末を活用

した家庭学習の在り方等を検討する必要がある。 

 
５ お子さんは、家で読書に取り組んでいますか。 
  家庭での読書について、児童は約 70％がしている

と回答しているのに対し、保護者及び教員の評価は

低い評価となった。 

 家で読書をしているかは、児童の主観的な評価と

保護者の客観的な評価で大きな開きがある。タブレ

ット端末の活用の場面が家庭でも多くなり、読書離

れを加速させているのかもしれない。 

 本校児童の学力の課題である「読む力」を育むた

めにも、今後、読書への取り組みやタブレット端末

活用した家庭学習のルール等を含め、検討する必要

がある。 

 
Ⅲ 生活の様子について 
６ お子さんは、友達と仲良く遊んだり、活動したりしていますか。 
  概ね友人と仲良く過ごしている様子がうかがえ

る。また、前期と比較し後期の結果に改善が見られ

た。よい人間関係がつくられつつある様子がうかが

える。 

 ただ、問８と関連するが、相手との思い違いが原

因でけんかやトラブルになることがある。 

 仲がよい友達関係でも、自分の思いの伝え方や相

手を思いやった行動、言動を心がけるよう学級活動

や道徳科、教育活動全般を通じてこれからも指導す

る必要がある。 
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６ 仲良く遊ぶ
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３ 学習意欲
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７ お子さんは、地域で会った人に挨拶をしていますか。 
 児童の主観的評価では、約 85％ができていると回

答しているが、保護者・教員の客観的評価は低い。

特に、教員の評価が低く、「来校者等への挨拶がまだ

まだできていない」と評価した結果だと考えられ

る。 

今後、来校者に対しても自ら挨拶できるよう、そ

のとき、場所にあった挨拶の仕方等を継続して伝え

ていく必要がある。 

また、登下校時に日々自分たちを見守っていただ

いている見守り隊の方々にも感謝の気持ちをもち、

挨拶ができるように伝えていく必要がある。 

 
８ お子さんは、相手の気持ちを考えた行動や言葉遣いをしていますか。 
 児童・保護者の評価は高いものの、教員の評価が

低い結果となった。教員の評価が低かった理由とし

て、些細な言動がきっかけで児童間のトラブルが起

こっていることが挙げられる。 

いじめアンケートでも、「嫌なことを言われた」

「嫌なことをされた」等、答える児童もいるが、下

学年では、まだまだ上手に人間関係を築くのが難し

い面もある。ちょっとした言葉の言い方や行動で相

手に嫌な思いをさせてしまうことがある。上学年に

おいても、自己中心的な考えから、相手に不快感を

抱かせたり、傷つけたりすることがある。 

道徳科や各教科の指導及び学級活動等において指

導の機会として捉え、児童の心を耕す指導を継続的

に行う必要がある。 

 
９ お子さんは、困ったときや相談したいときに、先生に話しやすいと言っていますか。 

 昨年度、約７割の児童が「先生に話しやすい」と

回答していた。今回の調査では、「そう思う、だいた

いそう思う」を合わせると約 80％が「先生に話しや

すい」と回答している。教員が休憩時間に提出物や

宿題の点検等の業務に追われるなかでも積極的に児

童と関わろうする姿勢や、教育懇談等で悩みを聞い

たりがんばりを認めて伝えたりすることで、児童も

「先生が見ていてくれる」という安心感につながっ

ていれば幸いである。 

今後も温かい雰囲気をつくっていくためにも、休

憩時間や清掃時間等には児童と共に活動し、心にゆ

とりをもって児童と接するとともに、がんばりやよ

い行いを認め、ほめるよう心がける必要がある。 
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７ 地域で挨拶
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９ 先生に話しやすい
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８ 相手の気持ちを考えた言動
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10 お子さんは、学校での話を家族にしますか。 
 回答のあったうち、児童が約 86％、保護者が約

90％であった。昨年は、保護者が７割程度であった

こと考えると、大きく改善されており、概ね学校で

の出来事等が伝っているようである。 

問１、問９とも関連があるが、積極的に学校の様

子を伝えるようとする姿勢や教員が積極的に児童と

関わり、悩みを聞いたりがんばりを認め、伝えたり

することで話題が広がり評価につながっていると考

えられる。 

親子の会話から学習のつまずきや友人関係の悩み

が分かることがある。保護者に対しては、仕事等で

忙しいなかでも家庭で学校の様子聞いていただいた

り、会話の機会を設けていただいたりするよう働き

かけていきたい。 

 
11 お子さんは、安全や健康に気を付けて生活していますか。 
 教員の評価が約 60％と低い結果となった。昨年も

同じ傾向にあったがその要因として、保健室の来室

状況が挙げられる。一日の保健室利用児童数が大変

多く、特に休憩時間にけがをして来室することが多

い。けがには大小はあるがほとんどは軽いけがであ

った。けがのほとんどは不注意によるものだった。 

今後も休憩時間等の前に、注意を促し、けがの予

防を指導していく必要がある。 

保健室来室児童なかには、悩みを抱えて来室する

ことがある。友人関係で悩み欠席したり、保健室に

来たりする児童がいる。問８とも関連があるが、言

動や身勝手な考え、行動が発端となり友人関係に悩

む児童がいる。そのような児童も安心して保健室に

来られるよう、今後も保健室の環境を整えていく必

要がある。 

 

Ⅳ 最後に 

今年度も昨年度に続き、コロナ禍の中での学校教育活動となりました。学校生活をはじめ、これま

で予定していた学校行事等においては、感染症対策や実施形態を工夫しながらほぼ予定通り行うこと

ができました。これも、保護者の皆様をはじめ、地域の方々のご理解とご支援をいただいたからこそ

だと思っています。ご協力いただきありがとうございました。 

自由記述アンケートには、学校改善に係る内容があり学校教育活動への関心が高いことを感じまし

た。いただいた意見を精査し、すぐに見直しを図り改善したものもありますが、今後も継続して対応

が必要なものや取り組むべき内容も多いと感じております。今後もご意見を参考にしながら対応して

いきたいと感じております。お気付きの点がありましたら、ご意見等をお聞かせください。 
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10 学校の話題
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11 安全・健康


